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当メールニュースではイベントのお知らせや公募情報等、 

産学連携に関する情報をお流しいたします。 

会員の皆様への情報の配信をご希望の方は、news@j-sip.org 

産学連携学会事務局（j-sangaku@j-sip.org) までお寄せください。 

バックナンバー：http://j-sip.org/mail_news.htm 

 

 

[[[[ ヘッドライン ]]]] 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

★★産学連携イベントのお知らせ★★ 

 

「オープンイノベーション共創シンポジウム」のご案内 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

平素より大変お世話になっております。 

文部科学省科学技術・学術政策局 産業連携・地域支援課でございます。 

 

このたびは、文部科学省主催により開催するシンポジウム「オープンイノベ 

ーション共創シンポジウム」について、御案内申し上げます。 

 

（趣旨） 

 産業構造や社会構造の変化等により、我が国の大学・国立研究開発法人や 

企業を取り巻く環境は大きな変革期にあり、今後、我が国が持続的に経済成 

長していくためには、組織外の知識や技術を積極的に取り込む「オープンイ 

ノベーション」を加速していく必要があります。 

 こうした中、平成 28年 11月、大学・国立研究開発法人が産学連携機能を強 

化するうえで参考となる「産学連携による共同研究強化のためのガイドライ 

ン」が策定され、今後、産学官による共同研究のより一層の拡大・深化が期 



待されるところです。 

 本シンポジウムでは、産学の各界からの有識者を招き、イノベーションの 

創出に欠かせない大学・研究開発法人の意義・役割を振り返るとともに、特 

色ある「組織」対「組織」の本格的産学連携を図るための好事例や取り組み 

方策の紹介を交えながら「オープンイノベーション」の在り方などについて 

議論を行います。 

  

 つきましては、以下に御案内するホームページから事前申込を受け付けて 

おりますので、ご関心がおありの皆さまに広く御参加のほど、お願い申し上 

げます。 

 

 ＜オープンイノベーション共創シンポジウム＞ 

日 時：8月 31日(木) 13:00～16:00 

場 所：東京ビックサイト会議棟 1階 レセプションホールＡ 

主 催：文部科学省 

共 催：科学技術振興機構 

対 象：全国の大学、研究機関、企業、地方自治体等 関係者 

入場料：無料 

 

公式ホームページ：http://www.jst.go.jp/tt/mext/2017/ 

    （事前申込は↑ホームページからお願いします。） 

             

  

★以下、同時開催の情報を御参考までお知らせします★ 

  

＜JSTフェア 2017 ～科学技術による未来の産業創造展～＞ 

日 時：8月 31日（木） 9:30～17:30 

    9月 1日（金）10:00～17:00 

主 催：国立研究開発法人科学技術振興機構（JST） 

場 所：東京ビックサイト 東 4ホール 

参加費：無料（要事前登録） 

公式ホームページ： http://www.jst.go.jp/tt/jstfair2017/index.html 

  

＜イノベーションジャパン 2017 ～大学見本市＆ビジネスマッチング～＞ 

日 時：8月 31日（木） 9:30～17:30 

    9月 1日（金）10:00～17:00 



主 催：国立研究開発法人科学技術振興機構（JST） 

    国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 

共 催：文部科学省・経済産業省 

場 所：東京ビッグサイト 東 1・4ホール 

参加費：無料 

公式ホームページ： https://www.ij2017.com/outline.html 

   

                                                         以上 


